
２０１６年度小山高等学校入試結果総括
信じる Trust！ 育てる Foster！ 支える Support！ 進路指導部■

■大学入試センター試験

【全国概況】
■受験人数＋５千人増 ●現役＋７千人 ●既卒－２千人減。
〔平均点〕昨年より文系と理系の差がさらに縮まった。

【難化】数学Ⅰ・Ａ、リスニング、化学基礎、現代社会
【易化】国語、数学Ⅱ・Ｂ、生物

□得点分布分析

【５教科文系】平均点は
558.1点と昨年＋5.5
点上昇に伴い、５３０
点以上の層が増加し、
分布が右寄りに。

【５教科理系】平均点は
577.2点と昨年－4.4
点。平均点がダウンし
たことで、文系とは対
照的に、５７０～８５
０点の層が減少した。

■国公立大学入試
①国公立大志願総数
昨年とほぼ同じ横ばい
国公立人気継続

②前期：平均倍率３．１倍
【昨年より増加】山形・福島等
【昨年より減少】茨城・埼玉等

③中期：昨年同様、志願者
増傾向が継続
□平均倍率：４．０倍
【昨年より増加】高崎経済・
会津・秋田県立等

【昨年より減少】岩手県立・前
橋工科・埼玉県立等

④学部系統別
□「文高理低」が加速！！
昨年「文低理高」から「文高理低」
に風向きが変化した傾向が今年は
加速。文系人気に転じた最大の要
因は、大学生の就職状況の変化で
ある。一昨年までの「文低理高」
の背景には、景気低迷に伴う大学
卒業者の就職状況の悪化があった。
しかし、急速に就職状況は回復、
文系学部へ人気の揺り戻しが生じ
ている。文系では法学系など社会
科学系を中心に人気となっている。
理系では、理、薬学部で志願者が
減少した。また、「地域」「国際」
の名がつく学部の新設が目立った。

□後期欠席率56．１％上昇傾向続く
新教育課程の受験生は最後まで粘りきれない弱さが
今年も目立ち、後期欠席率は上昇傾向が続いた。
ただ本校は、ほぼ全員前期で今年は合格したため、
後期合格者はいなかったが、例年本校生徒は最後の
後期まで頑張り切り厳しい判定でも逆転合格する
生徒が１０人度いる。やはり後期まで頑張り切る
ことが、国公立合格の鉄則である。

◆国公立大学概況（本校）

◎８４名合格大躍進！！

◎３ヵ年計が２１３名合
格！！

◎宇都宮大学に１６名合格！！
◎推薦・ＡＯ入試
５２名出願して、２６名合格！！
合格率５０％
全国平均３０％の１．７倍と
大きく上回り、高い合格率！！
《参考》 昨年１５名（合格率５０%）
一昨年12名(合格率40％)

◆宇都宮大学：７名出願して、
５名合格！！【合格率約７１％】

今年の卒業生は、学年団によるベストな低学年時指導が徹底していたことにより、
学習習慣や確立し意識の高い生徒が多く、３学年になっても失速することなく維持、
受験にうまく突入、最後まで学校を信じて頑張り切れたことが成功の大きな要因。

■国公立大学合格者数上位ランキング
①宇都宮大 １６ ②福島大 １１ ③群馬大 ６ ④茨城大 ５

(昨年１０) (昨年２) (昨年５) (昨年８)



■難関名古屋大学・千葉大学等に合格！！

【難関国公立大学】名古屋大学（１名）・千葉大学（３名）
弘前大学医学部臨床検査（１人）、計５名合格

《参考》２０１２年度 ５名【東北２・お茶の水女子１・筑波２】
２０１３年度 ４名【東北１・東京農工１・首都大東京１・筑波１】
２０１４年度 ５名【筑波２・東京農工１・東京学芸１・横浜国立大１】
今年度も昨年度並に難関大に志願者が集まり実質的に難化の中、健闘した。

■校内模試との相関は明確【５教科７科目９００点満点】※過去６ヶ年の分析

◎国公立大学合格者校内模試平均 ３８５．２点（得点率４２％）
◎宇都宮大学合格者校内模試平均 ３８５．４点（得点率４２％）
◎難関私立大合格者校内模試平均 ２８１．１点（得点率４７％）

◎国公立大学合格者《学習時間と教科数》との相関大
正に本校生の実のDataなので、下記の合格者と同じように学習すれば合格できる
可能性が高いと推察！！

◎１日学習する教科数 《単位は分》
【平日】できれば１・２年生：３教科

３年生：□５教科型 ４教科以上 □私大型 受験教科
【休日】１年生：４教科、２年生：５教科

３年生：□５教科型 ５教科以上 □私大型 受験教科

■私立大学入試

①私大の志願者数は前年
比１０４％と増加。国公立大とは対照的。新課程移行後、センター試験の理科の科
目負担が重くなっているため、国公立大を敬遠して私大を受験する動き。また私大
では、一人あたりの出願校数を増やす仕組みを導入する大学が増加している。これ
が私大総志願者数増加につながった。
②国公立大同様、文系不人気は終わりを告げ、「文高理低」へと変化し、今年度はそ
れが加速した。「人文科学」「社会科学」ともに志願者は増加した。なかでも法学系
の志願者増が目立つ。理系では「理」「農」で志願者が減少した。また「工」は10
4％と志願者は増加しているが、私立大全体が104％であることを考えれば、以前
の勢いは感じられない。③首都圏では、「早慶上理」では志願者数に大きな変動はな
い。「ＭＡＲＣＨ」「日東駒専」は志願者は増加傾向。

◎合格者数（延べ）３８３人！！例年より大幅増！！

■難関有名私大計２８人合格↑ 《昨年》１８人《一昨年》１５名
学習院 ３ 明治 ２ 立教 ４ 青山学院 １
法政 １１ 東京理科 ５ 関西学院 ２

■中堅私大計１６５人合格↑ 《昨年》１０４人《一昨年》８３名
東洋 ５７ 日本 1４ 駒沢 １３ 帝京 1１ 東京電気 １１



文教 ９ 専修 ８ 東海 ７ 二松学舎 ７ 芝浦工業 ６
国際医療福祉 ６ 成城 ４ 東京家政 2 成蹊 ２ 北里 ２
日大・東洋・駒沢・専修等の中堅人気大学の合格者数が増加は、喜ばしい評価。

※このレベルの層の大学の合格者数は、昨年、例年よりも急減に増加。

■私立大学合格者数上位ランキング
①東洋大 ５７ ②白鷗大 ４２ ③日本大 1４ ④ 駒 沢 1３

(昨年３2) (昨年４５) (昨年17) 千葉工
※今まで１位だつた白鷗を抜いて、今年度初めて東洋大学が１位になった。

■推薦・ＡＯ入試について
◆国公立大学５２名出願して、２６名合格！！【合格率５０％】
全国平均３０％の１．７倍と大きく上回り、高い合格率！！
◎特に今年は、センター有推薦等、例年より推薦出願者が
多かったことが、例年より合格者が大幅増になった原因！！
《参考》 昨年１５名（合格率５０%） 、２年前12名(合格率40

％)
◆宇都宮大学：７名出願して、５名合格！！【合格率約７１％】
宇都宮大学 ５名 群馬大学 ３名 秋田大学 ３名
山形大学 ３名 新潟大学 ２名 弘前大学・医学部保健 １名

◆私立大学６６名出願して、５１名合格！【合格率約７７%】
指定校推薦は内３９名
小高生の素直・謙虚・実直な人柄は、大学等から高く評価されるので、本校は
ＡＯ・推薦はとても有効な戦略！！希望校であれば、積極的にチャレンジ！！

■ＡＯ・推薦入試
◆国公立大学（全国傾向）：「医」「歯」「薬」減少。「看護」は前年並
◆私立大学全国傾向 ：「医」「歯」では志願者が増加、「薬」は減
「看護」は新設された影響もあり、志願者が増加。

◆本校は、例年の２／３程度の出願で、少なかった。
◆国立大学医学部（臨床検査）・自治医大（看護）・北里大（放射線）合格！
【国立大学】弘前大学（臨床検査科学専攻）筑波技術大学（理学療法）
【公立大学】愛媛県立医療技術大学（看護）
【私立大学】自治医科大学 獨協医科大学 国際医療福祉大学等
【看護専門学校】獨協医科大学看護専門学校
◎近年本校生は特に放射線の人気が高い。難化した。

■就職 ３名 【公務員２名（小山市消防・石橋消防）・企業１名】

■浪人１９人 《参考：昨年１２人、２年前２4名,３年前25名》

１ 進路指導部の指針
◎『行き先』指導ではなく、『生き方』指導

『生徒のモチベーションを上げる¨仕掛ける・攻めの進路指導』
『信じる』Trust！ （生徒の可能性を信じる！）
『育てる』Foster！ （生徒のモチベーションアップを図り、夢を育てる！）
『支える』Support！（生徒と最後まで付き合い、全力で支える！）

２ 効果的な進路指導のための ２つのキーPoint

（１）キーその１～ ３年間の指導方針を明確にして指導する

◎全学年：基礎・基本の徹底・自主学習能力の育成
朝学【毎日４０分×約６００日（３年間）＝約４００時間以上】

＜１年次進路指導＞
職業理解、大学理解
→→ 文理選択決定
※主な行事：職業講話（6月）・
１日大学見学会等（10月）

＜２年次進路指導＞
学部・学科、入試制度、
大学に行く意義の理解を深め目指す
進路目標（行きたい大学等）の決定
※主な行事：学部学科説明会（7月）
・大学教授による講演（9月）

＜３年次進路指導＞志望進路の実現

（２）キーその２～



仲間の声を力にし、チーム小山の意識を高める！

◎『受験は団体戦！』 仲間の声を力（One for all ,All for one）
みんなで頑張る雰囲気・仲間への「気づき」が生徒を成長！！
→ 「チーム小山」の意識

３ 今後、進路受験の情報提供について
PTA支部懇談会・各学年部会時進路説明会等で、最新情報と
入試等について説明しますので、是非ご参加ください！！

◎受験はやはり苦しいです！ただ、子どもがこれから社会を生き抜き、幸せ
になれる人間力を強く身付けさせることができる、とても貴重な体験になり
ます！だからこそ、この受験を子ども達にとって必ずや成功体験にして、希
望進路実現させるために、子ども・教師・保護者との相互理解・協力による連
携・協力による総合力（絆の力）が、最も重要な原動力となりますので、今後
とも、最大限のご理解、ご協力を賜り、是非一緒に受験を乗り切りたいと思
いますので、何とぞよろしくお願い申し上げます！！

信じる Trust！ 育てる Foster！ 支える Support！ 進路指導部


